
70ドル台前半で売買が交錯
NY原油先物相場は、1バレル=70ドル台前半をコアに売買が交錯する展開になった。年初の取引では、

紅海の原油流通懸念の後退や根強い需要不安を背景とした売り圧力が強く、69.28ドルまで下落した。

米金利上昇・ドル高圧力が強まったことも嫌気されている。しかし、その後はリビアの生産障害の報、

改めて中東情勢の緊迫化が警戒されたことを手掛りに、73ドル台後半まで切り返す展開になった。

年末年始を挟んで中東情勢は一段と緊迫化している。イスラエルのガザ地区に対する攻撃が激しさを増

していることに加えて、ヒズボラなど周辺のイスラム組織との戦闘も激化している。また、武装組織

フーシ派が紅海で船舶に対する攻撃を激化させており、原油流通に対する懸念も強くなっている。米国

などが航行の安全確保に動き始めているが、海運会社は紅海における航行を停止、再開、再び停止と短

期間で方針転換を余儀なくされる混乱状態になっている。結果的に70ドル台前半をコアとした取引が続

いた。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（12月29日時点）は、原油が前週比550万バレル減、ガ

ソリンが1,090万バレル増、石油精製品が1,009万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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70ドル台前半での売買交錯が続く、短期売買での対応が基本に
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【展望】

70ドル台前半をコアとした取引が続く見通し。需要不安の上

値圧迫が続く一方、中東情勢が一段と不安定化していること

が下値を支える展開が続こう。年初から石油輸出国機構

（OPEC）プラスの自主減産が強化されていることもポジ

ティブ。70ドル割れだと物色妙味が浮上する一方、75～80

ドルのレンジでは上値を抑えられる可能性が高く、短期売買

が中心の地合になる見通し。

年末年始を挟んで中東情勢は一段と緊迫化、不安定化してい

る。原油流通問題も解消されておらず、特に石油タンカーが

攻撃を受けるような事態になると、瞬間的に70ドル台後半ま

で値上がりする可能性もある。ただし、実際に原油生産障害

が発生しないのであれば、地政学リスクのみで急伸すること

は難しいだろう。下値サポート要因との評価に留めたい。

一方、需給のタイト感は乏しい。米原油在庫は昨年末に向け

て大きく減少したが、石油製品在庫は逆に急増している。末

端の石油需要が依然として弱含みに推移していることが窺え

る。1月下旬の寒波予報で天然ガス相場が安値修正の動きを

強めているが、原油相場に対する影響は限定される可能性が

高い。また、2023年に続いて24年も非OPECからの増産圧力

が強力とみられている。米国、カナダ、ブラジル、ガイアナ

などの増産もあり、マクロ需給環境からは本格的に買い進む

ようなテーマは欠いた状態が続こう。

年初から米金利上昇・ドル高圧力が強くなっていることはネ

ガティブ。11日に12月米消費者物価指数が発表されるため、

更にドル高が続くか否かに注目したい。また、10日に発表さ

れる米在庫統計を受けて、需要リスクを蒸し返す動きがみら

れるかも重要だろう。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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本レポートは、本取引所がマーケットエッジ株式会社から提供を受けて、公表しているものであり、本レ
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